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綿合繊織物の性能評価に関する研究(第2報)

一織物構成と通気度についてー

                                                              繊維工業指導所

                                                              編  織  部   栗原  勇次     井沢     徹

1.  緒  言

  本県の綿・合繊織物者は,主に産業資材用織物を扱っているところが多いが,最近の新素材繊維に対する研究の発展とも

相よって, その将来性はますます有望になってくると思われる。

  しかしその使用方法は, 高精度の機械に組込まれて使用されたり,  あるいは高性能,高強度を要求される場合が多く,

衣料用とは異なり限界点近くでの使用に耐えられる性能を要求されることが多い。

  従って, これまでのような経験と勘に頼った設計方法では対応が難しくなっており, 出来上った製品をめぐってのユー

ザーと生産者側とのトラブルの発生等も懸念される。このため,早急に科学的かつ効率的な織物設計システムを開発する

ことが求められている。

  昨年度は第1 報として,強度を中心とした織物設計法を報告した J)本年度は織物の性能上のファクタ-として重要な要

素である通気度を取り上げ,性能を中心とした新しい織物設計法を確立するための研究を行った。

2.  実験方法

2.1   実験の目的

  下記に示す綿・合繊織物試料に対し今回新たに通気度を測定し, 織物分解によって得られたデータと測定した通気度の

値を統計的手法2)によって分析し, 織物設計時の基礎データを作成する。

2.2     供試試料

  試料には産業資材用織物に広く使われている各種合繊織物と,表1に示す当所で試織した綿織物を使用した。試織試料

の原材料は,綿糸16'S/2,20'S/2で,組織は平織と2/2の斜文織とした。織機は遠州版本式自動織機(ユニフィル付)を用い,

4枚綜統,  ドビー開口,おさ幅56吋で,織機回転数150rpmで製織した。

2.3     通気度測定

  通気度の測定は, JIS L-1096一般織物試験法の通気度測定（フラジール法）に従って行い, 5回の測定の平均値を採用

した。

 村田  和男
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表1   試織試料

3.  実験結果及び考察

3.1   合計被覆密度率と通気度

  第 1 報において織物の組織と引張り強度との関係を検討し,原糸繊度と織物密度から求められる検算密度率を定義し,

保証強度のある織物のたて糸, よこ糸密度を簡単な計算式で求める方法を報告した。

  今回織物の性能上の重要な要素である通気度を取り上げるに当り,素材別に繊度差,密度差を単一ファクタ-として評価

するため,理論直径式を応用した合計被覆密度率を定義した。

         合計被覆密度率=たて糸被覆密度率十よこ糸被覆密度率                                       (1)

       ここで,

          たて糸被覆密度率=たて糸密度率×

          よこ糸被覆密度率=よこ糸密度率×

  なお密度率,繊度率については織密度100本を1.0(密度率),原糸繊度1,000デニールを1.0(繊度率)とした。

  表2に綿糸及び合繊糸試料それぞれのたて糸, よこ糸被覆密度率,合計被覆密度率及び通気度測定値を示す。

(2)

(3)
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表2   たて・よこ被覆密度率及び通気度
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3.2   綿織物

  表2の綿織物のデータを,合計被覆密度率と通気度を要因として,二元配置法により分散分析した結果を表3に示す。

       F分布表の値Fを求めると,

            F(14,14;0.01)=3.70,  F(14,14;0.05)=2.48

            F(1,14;0.01)=8.86,  F(1,14;0.05)=4.60

  この結果,通気度は合計被覆密度率,組織とも 1%の危険率で有意であることがわかった。つまり通気度は被覆密度率だ

けでなく組織の影響も受けることが判明した。

  このため,組織別に被覆密度率と通気度の相関係数を求めることにする。相関係数rは(4)式で求めることができる。

  表 2 の綿糸のデータを使って,(4)式から被覆密度率と通気度の相関係数を求めると,平織の場合でー0.950,  2/2 綾織

の場合でー0.949となる。自由度14の1%危険率のr値は, r表より0.626となっており,平織,綾織どちらも有意である。

  以上の結果から,  コンピュータを使って被覆密度率と通気度に関する単回帰による回帰式を求めると,平織の場合表4,

2/2綾織の場合表5になる。又散布図を図1,図2に示す。

表3  通気度と合計被覆密度率,組織の分散分析表
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  表4  綿・平織の合計被覆密度率と通気度開回帰式

  表5  綿・2/2綾織の合計被覆密度率と通気度開回帰式

  表4,表5の結果から,合計被覆密度率と通気度間の回帰式として, R2(決定係数)が最も大きい指数回帰式を採用する。

    ・平織の場合

         y=87,000・ e
-12.7・χ

                                     (8)

        χ= 0.745・ e
-0・00469・y

                                  (9)

図1   綿･平織散布図 図2   綿･綾織散布図
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    ・2/2綾織の場合

       ｙ=64,500・ e
-11.2・χ

                                     (10)

       χ= 0.773 ・ e
-0.00325・ ｙ

                                (11)

ここで,

       ｙ;通気度(cc/cm2/sec)

       χ;合計被覆密度率

  (9), (11)式を作って,必要な通気度のある綿織物を設計する際の合計被覆密度率を求めることが出来,又これから,だ

て糸, よこ糸の密度を計算することが出来る。

3.3   合繊織物

  合計被覆密度率と通気度に関する合繊の散布図例を図3に示す。

  又,合繊について相関係数と単回帰による指数回指式を求めたものを表6に示す。

図3   合繊, 散布図
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表6  各種合繊の合計被覆密度率と通気度間回帰式及び相関係数

3.4   通気度と織物設計

  通気度20.0(cc/cm2/sec)のP・E・T・f織物の織物密度を求める。

  表6,①  指数回帰式nにy=20.0を代入すれば合計被覆密度率エは,

      χ=2.14・ e
-0.037×20.0

=1.02

  (1)  利用例1

    ①  使用原糸繊度    たて糸   1,250  D

                        よこ糸   1,250  D

    ②  たて糸繊密度  68 (本/in)のとき,

  

    ③参考に,合計被覆密度率と通気度及び合計検算密度率と合計引張り強さに関する回帰式を一つの図で表わし,図4に

示す。

       図4を利用して, この時の織物引張り強さを求める。

この織物の合計換算密度率は,

この時の保証強力は,図4より635kgとなる。
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  (2)  利用例2

    ①  使用原糸繊度    たて糸  1,000  D

                        よこ糸  1,000  D

    ②  たて糸織密度76 (本in)のとき,

          たて糸被覆密度率

          よこ糸被覆密度率

              ＝1.02－0.76=0.26

          よこ糸密度=0.26×100=26

                               (本/in)

    ③  この時の織物引張り強さを求める。

        この時の保証強力は,図4より555kgである。

4  結  言

  本年度は産業資材用織物の性能上のファクタ-として通気度を取り上げ,織物素材,組織,織物密度等との関係を検討し,

次のような成果を得た。

山 合計被覆密度率と通気度の関係を分析し単回帰による回帰式を求めた結果,指数回帰式が最も R2(決定係数)が大きい

ことがわかった。

この指数回帰式を使えば, 必要な通気度のある織物を簡単な計算で設計することが出来る。

(2)  図4からもわかるように, 通気度の大きい織物を設計しようとすれば強力が弱くなり, 強力のある織物を設計しよ

うとすれば通気度は小さくなる。このため設計に当っでは, 通気性と強力のバランス良い最適設計を行う必要がある。

  今後は, 更にデータを追加して信頼性の向上を図ると共に, 第1報と本報の成果を踏まえた簡単な織物設計システムの

開発を行っていきたい。

 図     4



　　茨城県工業技術センター研究報告  第 16 号

－73－

    参考文献

  1)星野ら:綿・合繊織物の性能評価と製品化技術の研究(第1報),茨城県工業技術センタ-研究報告第15号,77, (1987)

  2)中井ら:品質管理と工場統計, 日本文化興業KK (1957)


